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〔
判
示
事
項
〕

一　

取
締
役
会
設
置
会
社
の
取
締
役
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
し

た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
が
会
社
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
な
ど
の
一
定
の
場
合
に
は
、
当
該
取
締
役
は
、
善
管
注

意
義
務
（
会
社
法
三
三
〇
条
・
民
法
六
四
四
条
）・
忠
実
義
務

（
会
社
法
三
五
五
条
）
に
基
づ
き
、
取
締
役
会
に
対
し
て
、
そ
の

事
実
を
報
告
す
る
義
務
を
負
う
。

二　

取
締
役
の
報
告
義
務
違
反
（
任
務
懈
怠
）
に
よ
っ
て
、
会
社
は
、

当
該
取
締
役
に
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付
与
し
た
新
株
予

約
権
を
無
償
で
取
得
す
る
機
会
を
逸
し
た
の
で
あ
り
、
本
件
各
ス

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
財
産
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

本
件
任
務
懈
怠
に
よ
り
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
そ
の
損
害
額
は
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価
格
で
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
四
二
三
条
一
項
、
金
融
商
品
取
引
法
一
六
七
条
の
二
第
一

項
・
第
二
項

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付
与
し
た
新
株
予
約
権
の
無
償

取
得
の
機
会
を
奪
わ
れ
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会
社
の
損
害
と
元
代
表
取
締
役
の
任

務
懈
怠
責
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〔
事
実
の
概
要
〕

　

Ｘ
社
は
、
百
貨
小
売
業
等
の
事
業
を
営
む
会
社
等
の
株
式
・
持
分

を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
会
社
等
の
事
業
活
動
を
支
配
管
理

す
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
平
成
三
〇
年
当
時
、

Ｘ
社
は
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
で
あ
り
、
東
証
一
部
に
上
場
し
て

い
た
。
Ｙ
は
、
平
成
二
七
年
七
月
に
Ｘ
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
。

　

Ｘ
社
と
Ｙ
は
、
Ｘ
社
の
取
締
役
会
決
議
に
基
づ
き
、
平
成
二
七
年

六
月
以
降
四
回
に
わ
た
っ
て
、
株
式
報
酬
型
新
株
予
約
権
（
本
件
各

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
）
を
内
容
と
す
る
新
株
予
約
権
割
当
契
約
を

締
結
し
た
。
本
件
各
新
株
予
約
権
発
行
要
項
に
は
、「
新
株
予
約
権

者
が
、
会
社
法
三
三
一
条
一
項
三
号
又
は
四
号
に
該
当
し
た
場
合
、

重
大
な
法
令
違
反
を
犯
し
た
場
合
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り

Ｘ
社
の
方
針
に
反
す
る
行
為
を
し
た
場
合
、
Ｘ
社
の
重
要
な
機
密
を

漏
ら
し
た
場
合
、
Ｘ
社
の
信
用
を
毀
損
し
た
場
合
、
も
し
く
は
Ｘ
社

に
多
大
な
損
害
を
与
え
る
行
為
を
し
た
場
合
は
、
Ｘ
社
は
当
該
新
株

予
約
権
者
が
有
す
る
新
株
予
約
権
全
部
を
無
償
で
取
得
す
る
。」
と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

平
成
三
〇
年
八
月
七
日
頃
、
Ｙ
は
そ
の
職
務
に
関
し
、
Ａ
株
式
会

社
の
業
務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
が
Ｘ
社
の
株
券
の
公
開
買
付
け
を

行
う
こ
と
の
決
定
を
し
た
こ
と
な
ど
の
事
実
を
知
っ
た
。
Ｙ
は
、
以

上
の
事
実
の
公
表
前
に
、
Ｘ
社
の
株
券
を
買
い
付
け
さ
せ
て
利
益
を

得
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
、
重
要
な
取
引
先
で
あ
る
と
と
も
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
交
友
の
あ
る
知
人
Ｂ
に
Ｘ
社
の
株
券
の
買
付
け
を
勧

め
た
。
Ｙ
の
以
上
の
取
引
推
奨
行
為
は
、
平
成
二
五
年
改
正
金
融
商

品
取
引
法
（
金
商
法
）
一
六
七
条
の
二
第
一
項
・
第
二
項
に
違
反
す

る
行
為
（
刑
事
罰
に
つ
き
、
平
成
二
五
年
改
正
金
商
法
一
九
七
条
の

二
第
一
四
号
・
第
一
五
号
）
で
あ
っ
た
。
Ｙ
は
、
Ｘ
社
の
他
の
取
締

役
ら
に
本
件
違
法
行
為
を
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ
社
は
、

Ｙ
に
よ
る
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
権
利
行
使
前
に
本
件
違

反
行
為
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

Ｙ
は
、
令
和
元
年
九
月
二
五
日
に
Ｘ
社
の
取
締
役
を
退
任
し
た
。

そ
し
て
、
翌
二
六
日
に
は
、
Ｙ
は
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を

行
使
し
、
払
込
金
額
（
新
株
予
約
権
一
個
あ
た
り
の
行
使
価
額
は
一

円
）
合
計
一
六
万
五
、二
〇
〇
円
を
払
込
み
、
株
価
合
計
二
億
九
七

一
九
万
四
八
〇
〇
円
に
相
当
す
る
株
式
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
証

券
取
引
等
監
視
委
員
会
は
本
件
違
法
行
為
に
Ｙ
が
関
与
し
て
い
た
疑

い
が
あ
る
と
し
て
調
査
を
開
始
し
た
。
Ｙ
は
金
商
法
違
反
の
疑
い
で

逮
捕
さ
れ
、
本
件
違
法
行
為
に
つ
き
懲
役
二
年
、
執
行
猶
予
四
年
の

有
罪
判
決
を
受
け
た
（
東
京
地
判
令
和
三
年
四
月
二
七
日
令
和
二
年

（
特
わ
）
第
三
二
六
二
号
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。

　

以
上
の
事
実
関
係
の
も
と
、
本
件
違
法
行
為
に
つ
い
て
他
の
取
締
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役
も
し
く
は
取
締
役
会
ま
た
は
監
査
等
委
員
会
に
報
告
し
な
か
っ
た

こ
と
は
、
代
表
取
締
役
と
し
て
の
Ｙ
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務

に
違
反
す
る
任
務
懈
怠
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｘ
社
が
Ｙ
に
付
与

し
て
い
た
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
新
株
予
約
権
割
当
契
約

に
お
け
る
定
め
（
前
記
の
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
）
に
基
づ
い
て
無
償

取
得
す
る
機
会
を
奪
わ
れ
た
と
し
て
、
Ｘ
社
は
、
会
社
法
四
二
三
条

一
項
に
基
づ
き
、
Ｙ
に
対
し
て
令
和
元
年
九
月
二
五
日
時
点
に
お
け

る
本
件
新
株
予
約
権
の
価
値
と
同
額
で
あ
る
二
億
九
七
〇
二
万
九
六

〇
〇
円
お
よ
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

請
求
を
一
部
認
容

　
　

※�　

以
下
の
見
出
し
は
検
討
の
都
合
か
ら
筆
者
が
付
し
た
も
の

で
あ
り
、
資
料
版
／
商
事
法
務
四
八
三
号
掲
載
の
判
決
文
の

見
出
し
番
号
と
は
対
応
し
て
い
な
い
。

1　

Ｙ
の
報
告
義
務
違
反
に
係
る
任
務
懈
怠
責
任
の
有
無

　
「
会
社
法
三
五
五
条
は
、
取
締
役
に
法
令
遵
守
義
務
が
あ
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
取
締
役
が
会
社
の
最
善
の
利
益

を
図
る
義
務
を
果
た
す
前
提
と
し
て
、
法
令
の
遵
守
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
Ｙ
は
、
Ｘ
社
の

代
表
取
締
役
と
し
て
、
同
条
に
基
づ
き
当
然
に
法
令
を
遵
守
す
べ
き

義
務
を
負
う
と
と
も
に
、
Ｘ
社
の
内
部
情
報
に
精
通
し
、
か
つ
Ｉ
Ｒ

活
動
を
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
（
Ｙ
本
人
）、
業
務
の
適
正

確
保
等
の
た
め
、
遵
守
す
べ
き
法
令
で
あ
る
金
商
法
の
現
に
施
行
さ

れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。」

　
「
本
件
違
法
行
為
以
前
に
、
Ｘ
社
に
お
い
て
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引

を
防
止
す
る
内
部
規
則
で
あ
る
本
件
規
程
が
…
…
定
め
ら
れ
、
Ｙ
自

身
も
、
重
要
事
項
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
イ
ン
サ
イ
ダ

ー
取
引
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

取
引
は
特
定
の
地
位
を
利
用
し
て
情
報
を
得
て
他
の
投
資
家
と
違
う

有
利
な
立
場
で
株
を
購
入
し
て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
か
ら
犯
罪
と
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
…
…
か
ら
す
れ
ば
、

Ｙ
は
、
本
件
違
法
行
為
以
前
か
ら
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
趣
旨
や
、
そ
の
よ
う
な
投
資
家
の
信
頼
を
失
う
行
為
を
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
る
。」

　
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
関
係
の
規
制
の
下
で
、
適
法
行
為
と
違
法

行
為
の
限
界
線
を
具
体
的
に
ど
こ
に
引
く
か
に
つ
い
て
は
多
分
に
法

技
術
的
な
側
面
が
あ
る
と
し
て
も
、
未
公
表
の
重
要
事
実
を
知
る
者

が
知
人
に
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
株
式
の
売
買
を
推
奨
す

る
こ
と
が
、
一
般
の
投
資
家
と
異
な
る
特
別
な
立
場
を
利
用
し
た
不

公
正
な
行
為
で
あ
り
、
一
般
の
投
資
家
の
市
場
に
対
す
る
信
頼
を
損
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な
う
こ
と
は
、
上
場
会
社
の
役
員
に
と
っ
て
容
易
に
理
解
で
き
る
こ

と
で
あ
る
し
、
現
に
Ｙ
自
身
も
、「
上
場
会
社
の
社
長
と
し
て
、
未

公
表
の
重
要
事
実
を
知
り
な
が
ら
他
人
に
株
を
勧
め
る
こ
と
が
、
少

な
く
と
も
社
会
的
に
は
許
さ
れ
な
い
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
だ
と

自
覚
し
て
い
た
」
旨
供
述
し
て
い
る
…
…
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ

と
し
て
は
、
本
件
違
法
行
為
に
及
ぶ
前
に
立
ち
止
ま
っ
て
具
体
的
な

法
規
制
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
い
え
る
。

　

以
上
の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
Ｙ
は
、
本
件
違
法
行
為
が
金
商
法

に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
時
点
で
認
識
し
得
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。」

　
「
取
締
役
は
、
上
記
…
…
の
と
お
り
、
会
社
の
最
善
の
利
益
を
図

る
義
務
を
果
た
す
前
提
と
し
て
、
法
令
遵
守
義
務
を
負
っ
て
い
る
と

こ
ろ
、
法
令
に
違
反
す
る
行
為
自
体
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
仮
に
自
ら
が
そ
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

事
後
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
他
の
取
締
役
な
い
し
取
締
役
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
、
会
社
が
そ
の
事
態
に
い
ち
早
く
的
確
に
対
応
し
て
レ
ピ

ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を
含
む
会
社
の
利
益
の
毀
損
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
し
、
以
後
の
法
令
違
反
の
予
防
も

実
効
を
期
し
難
い
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
し
て
、
会
社
法
が
役

員
の
報
告
義
務
に
つ
い
て
個
別
的
に
定
め
る
内
容
（
三
六
三
条
二
項
、

三
六
五
条
二
項
、
三
五
七
条
、
三
九
九
条
の
四
等
）
に
も
照
ら
す
と
、

取
締
役
会
設
置
会
社
の
取
締
役
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
れ
が
会
社
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
な
ど
一
定
の
場
合
に
は
、
当
該
取
締
役
は
、
善
管
注
意
義
務
（
会

社
法
三
三
〇
条
、
民
法
六
四
四
条
）
な
い
し
忠
実
義
務
（
会
社
法
三

五
五
条
）
に
基
づ
き
、
取
締
役
会
に
対
し
、
そ
の
事
実
を
報
告
す
る

義
務
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

　
「
本
件
に
お
い
て
は
、
Ｙ
は
、
上
場
会
社
で
あ
る
Ｘ
社
の
代
表
取

締
役
社
長
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
の
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
で
知
っ
た
重
要
事
実
（
Ｘ
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
取
引
相
手
と

の
打
合
せ
を
し
た
際
に
取
得
し
た
内
部
情
報
）
を
利
用
し
て
、
知
人

に
売
買
差
益
を
得
さ
せ
る
目
的
で
、
金
商
法
一
六
七
条
の
二
に
違
反

す
る
取
引
推
奨
行
為
（
本
件
違
法
行
為
）
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る

…
…
。
本
件
違
法
行
為
は
、
法
定
刑
が
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

五
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科
（
金
商
法
一
九
七
条
の
二

第
一
四
号
、
一
五
号
）
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
現
に
、

Ｙ
は
懲
役
二
年
、
執
行
猶
予
四
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
て
い

る
…
…
。
そ
の
行
為
態
様
も
、
推
奨
に
相
応
の
根
拠
が
あ
る
こ
と
を

暗
に
示
し
、
買
付
け
の
具
体
的
な
期
限
を
も
示
唆
し
て
買
増
し
を
積

極
的
に
推
奨
し
た
と
い
う
悪
質
な
も
の
で
あ
る
…
…
。
そ
し
て
、
Ｙ

が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
事
実
は
直
ち
に
公
表
さ
れ
、
広
く
報
道
も
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
…
…
、
Ｙ
の
推
奨
に
応
じ
て
実
行
さ
れ
た
取
引
の
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規
模
に
照
ら
し
て
も
、
証
券
取
引
市
場
の
公
平
性
、
公
正
性
や
こ
れ

に
対
す
る
一
般
投
資
家
の
信
頼
を
大
き
く
害
し
た
も
の
で
あ
っ
て

…
…
、
Ｘ
社
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
と

も
に
、
社
長
が
上
記
の
よ
う
な
行
為
に
及
ん
だ
等
の
点
で
会
社
と
し

て
の
信
用
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。
以
上
を
総

合
す
れ
ば
、
本
件
違
法
行
為
は
、
重
大
な
法
令
違
反
で
あ
り
、
Ｘ
社

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ

か
は
な
い
。
し
か
も
、
本
件
各
新
株
予
約
権
割
当
契
約
上
、
Ｙ
が
重

大
な
法
令
違
反
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
Ｘ
社
が
、
Ｙ
が
有
し
て
い
た

本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
全
部
を
無
償
で
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
…
…
。

　

そ
し
て
、
前
記
…
…
で
認
定
、
説
示
し
た
と
こ
ろ
を
も
総
合
す
る

と
、
Ｙ
は
、
上
記
の
と
お
り
、
本
件
違
法
行
為
が
重
大
な
法
令
違
反

で
あ
り
、
Ｘ
社
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
識
し
得
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
Ｙ
は
、
本
件
違
法
行
為
が
終
了
し
た
平
成
三
〇
年

一
〇
月
九
日
以
降
、
Ｙ
が
取
締
役
を
退
任
し
た
令
和
元
年
九
月
二
五

日
ま
で
の
間
、
取
締
役
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
な
い
し
忠
実
義
務

に
基
づ
き
、
取
締
役
会
設
置
会
社
で
あ
る
Ｘ
社
の
取
締
役
会
に
対
し
、

自
ら
が
本
件
違
法
行
為
を
し
た
事
実
を
報
告
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
同
日
ま
で
こ
れ
を
報
告
せ
ず
、
同
義
務
に
違
反
し
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
任
務
懈
怠
及
び
帰
責
事
由
が
認
め
ら

れ
、
会
社
法
四
二
三
条
一
項
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
と
い
う
べ
き
で

あ
る
（
以
下
、
こ
の
報
告
義
務
違
反
に
係
る
任
務
懈
怠
を
「
本
件
任

務
懈
怠
」
と
い
う
。）。」

　
「
Ｘ
社
は
、
Ｙ
の
本
件
任
務
懈
怠
（
報
告
義
務
違
反
）
に
よ
り
、

本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
で
取
得
す
る
機
会
を
逸
し
た

も
の
で
あ
り
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
客
観
的
に
財
産
的

価
値
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
任

務
懈
怠
に
よ
り
Ｘ
社
に
損
害
が
生
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」

2　

損
害
の
額
に
つ
い
て

　
「
問
題
は
そ
の
損
害
額
で
あ
り
、
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す

る
。」

　
（
1
）　

Ｘ
社
の
主
位
的
主
張
に
つ
い
て

　
「
Ｘ
社
は
、
Ｙ
が
本
件
違
法
行
為
を
Ｘ
社
に
報
告
し
て
い
れ
ば
、

Ｘ
社
が
本
件
各
新
株
予
約
権
発
行
要
項
八
項
一
号
の
定
め
に
基
づ
き

本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
取
得
し
た
後
、
こ
れ
を
他
の

Ｘ
社
の
取
締
役
に
二
億
九
七
〇
二
万
九
六
〇
〇
円
（
Ｙ
が
令
和
元
年

九
月
二
六
日
に
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
て
得
た
利

益
の
額
と
同
額
）
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
確
実
に
で
き
た
か
ら
、
二
億

九
七
〇
二
万
九
六
〇
〇
円
の
損
害
を
受
け
た
旨
主
張
す
る
。」
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「
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
Ｘ
社
が
Ｙ
か
ら
無
償
取
得
し
た
本
件
各

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
譲
渡
を
Ｙ
以
外
の
Ｘ
社
の
取
締
役
に
持
ち

掛
け
た
と
し
て
も
、
…
…
当
該
取
締
役
に
と
っ
て
、
自
ら
が
い
つ
退

任
等
し
て
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
か
は
不
確
定
で
あ
る
か
ら
、

令
和
元
年
九
月
二
六
日
に
Ｙ
が
行
使
し
て
得
た
利
益
の
額
（
同
日
の

株
価
を
前
提
と
し
た
金
額
で
あ
る
二
億
九
七
〇
二
万
九
六
〇
〇
円
）

と
同
額
の
利
益
を
自
ら
が
得
ら
れ
る
保
証
は
全
く
な
く
、
ま
た
、
仮

に
同
額
の
利
益
を
得
ら
れ
る
場
合
に
も
、
こ
れ
と
同
額
の
対
価
を
Ｘ

社
に
支
払
っ
て
譲
り
受
け
る
の
で
は
経
済
的
に
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
Ｘ
社
が
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
Ｙ
以
外
の

取
締
役
に
二
億
九
七
〇
二
万
九
六
〇
〇
円
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
上
記
主
張
の
前
提
は
認
め
ら
れ
な
い
。」

　
（
2
）　

Ｘ
社
の
予
備
的
主
張
1
に
つ
い
て

　
「
Ｘ
社
は
、
本
件
各
新
株
予
約
権
発
行
要
項
七
項
一
号
の
定
め
を

変
更
し
て
取
締
役
以
外
の
第
三
者
が
広
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
こ
れ
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て
、
譲
渡
代
金
二
億
九
七
〇

二
万
九
六
〇
〇
円
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
主
張
す
る
。」

　
「
し
か
し
な
が
ら
…
…
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
も

と
も
と
取
締
役
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
と
し
て
割
り
当
て

ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
取
締
役
以
外
の
第
三
者
が
広
く

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
本
件
新
株
予
約
権
発
行
要
項
の
定

め
を
変
更
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
上
記
主
張
の
前
提
自
体
認
め
難

い
。」

　
（
3
）　

Ｘ
社
の
予
備
的
主
張
2
に
つ
い
て

　
「
本
件
任
務
懈
怠
に
よ
り
、
客
観
的
に
財
産
的
価
値
を
有
す
る
本

件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
で
取
得
す
る
利
益
を
逸
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
財
産
的
価
値
に
相
当
す
る
額
の
損
害
を
受
け

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
財
産
的
価
値
（
経
済
的
価

値
）
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
ル
ズ
モ
デ
ル
に
基
づ
く
オ

プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価
格
で
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
が

相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

　
「
Ｙ
は
、
仮
に
Ｘ
社
が
Ｙ
か
ら
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を

無
償
で
取
得
し
た
と
し
て
も
、
Ｘ
社
自
身
は
こ
れ
を
自
ら
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
Ｘ
社
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
は
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、

Ｘ
社
に
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
評
価
額
相
当
の
損
害
が
生

じ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
旨
主
張
す
る
。」

　
「
確
か
に
、
株
式
会
社
は
自
己
新
株
予
約
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
ず
（
会
社
法
二
八
〇
条
六
項
）、
Ｘ
社
が
Ｙ
か
ら
無
償
取
得
し

た
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
自
ら
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
現

金
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
方
で
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ

シ
ョ
ン
自
体
に
財
産
的
価
値
（
経
済
的
価
値
）
が
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
前
記
…
…
で
説
示
し
た
よ
う
に
、
Ｘ
社
が
本
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件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
他
の
取
締
役
に
二
億
九
七
〇
二
万
九

六
〇
〇
円
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
Ｘ
社
の
主
位
的
主
張

の
前
提
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
よ
り
か
な
り
低
い
金
額
で

あ
れ
ば
、
他
の
取
締
役
が
譲
渡
に
応
じ
て
Ｘ
社
に
対
価
を
支
払
う
こ

と
も
十
分
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。」

　
「
Ｙ
は
、
Ｙ
の
報
告
義
務
違
反
は
本
件
違
法
行
為
が
起
き
た
平
成

三
〇
年
九
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
お
い
て
直
ち
に
発
生
す
る
か
ら
、
同

月
一
〇
日
を
評
価
基
準
日
と
し
た
場
合
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ

ョ
ン
の
経
済
的
価
値
は
一
億
〇
四
二
五
万
八
八
〇
〇
円
に
と
ど
ま
る

と
主
張
す
る
。」

　
「
確
か
に
、
Ｙ
は
、
平
成
三
〇
年
九
月
か
ら
令
和
元
年
九
月
二
五

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
報
告
義
務
を
履
行
し
な
い
不
作
為
を
継
続

し
て
い
た
か
ら
、
同
期
間
中
の
い
ず
れ
の
時
点
に
お
い
て
も
報
告
義

務
違
反
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
体
的
に
は
、
同
期
間
中
の
い
ず

れ
の
時
点
に
お
い
て
も
、
仮
に
そ
の
時
点
で
Ｙ
が
報
告
義
務
を
履
行

し
て
い
れ
ば
同
時
点
頃
に
Ｘ
社
が
無
償
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

に
Ｙ
が
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
同
時
点
頃
の
本
件
各
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
経
済
的
価
値
に
相
当
す
る
金
額
の
損
害
が
Ｘ
社
に

発
生
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
社
は
、
予

備
的
主
張
2
に
お
い
て
、
令
和
元
年
九
月
二
五
日
頃
に
Ｙ
が
報
告
義

務
を
履
行
し
て
い
れ
ば
同
日
に
Ｘ
社
が
無
償
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
に
Ｙ
が
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
同
日
時
点
の
本
件
各
ス

ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
経
済
的
価
値
に
相
当
す
る
金
額
の
損
害
が
Ｘ

社
に
発
生
し
た
旨
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
は
、
弁
論

主
義
上
、
こ
の
主
張
が
採
用
で
き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
こ
の
主
張
は
そ
れ
自
体
成
り
立
た
な
い
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
採
用
で
き
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
（
な
お
、
Ｙ

が
、
平
成
三
〇
年
九
月
一
〇
日
を
評
価
基
準
日
と
し
た
場
合
よ
り
も
、

令
和
元
年
九
月
二
五
日
を
評
価
基
準
日
と
し
た
場
合
の
方
が
、
損
害

額
が
高
く
算
定
さ
れ
る
結
果
と
な
る
こ
と
に
不
満
を
抱
く
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
自
ら
が
長
期
間
報
告
義
務
違
反
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
る

帰
結
で
あ
る
か
ら
、
致
し
方
な
い
と
い
え
る
。）。」

〔
研
　
究
〕

1
　
は
じ
め
に

　

本
件
は
、
金
商
法
に
違
反
す
る
取
引
推
奨
行
為
を
し
た
こ
と
に
つ

い
て
取
締
役
会
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
上
場
会
社
の
代
表
取

締
役
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
違
反
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
件
各
新
株
予
約
権
発
行
要
項
の
定
め
に
基
づ

き
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
取
得
す
る
機
会
を
奪
わ
れ

新
株
予
約
権
の
価
値
と
同
額
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
上
場
会
社

で
あ
る
Ｘ
社
が
元
代
表
取
締
役
Ｙ
の
任
務
懈
怠
責
任
（
会
社
法
四
二
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三
条
一
項
）
を
追
及
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
の
特
徴
お

よ
び
検
討
す
べ
き
問
題
と
し
て
以
下
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
Ｙ
が
金
商
法
に
違
反
す
る
こ
と
（
法
令
違
反
行
為
）
を

も
っ
て
任
務
懈
怠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
会
社
法
が
定
め
る
取
締
役

の
報
告
義
務
に
関
す
る
各
種
の
規
定
に
言
及
し
つ
つ
、「
取
締
役
会

設
置
会
社
の
取
締
役
が
法
令
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
場
合
」
に
つ

い
て
、
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
を
根
拠
に
一
定
の
報

告
義
務
を
負
う
と
し
た
点
で
あ
る
（
判
旨
1
）。
本
判
決
は
、
金
商

法
が
定
め
る
取
引
推
奨
行
為
規
制
に
違
反
し
た
こ
と
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
を
加
え
て
お
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
任
務
懈
怠
責
任
を
構
成
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
以
上
の
説
明
は
「
法

令
」
の
意
義
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
非
限
定
説
」
を
前
提
と
し
て
い

る
。
最
判
平
成
一
二
年
七
月
七
日
民
集
五
四
巻
六
号
一
七
六
七
頁
参

照
）。
周
知
の
よ
う
に
、（
具
体
的
な
）
法
令
違
反
と
任
務
懈
怠
責
任

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
要
件
論
と
の
関
係
で
議
論
が
存
在
す
る
と
こ

ろ
、
本
判
決
の
判
断
枠
組
み
は
従
来
の
学
説
・
裁
判
例
と
の
関
係
で

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
善

管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
を
根
拠
と
し
て
一
定
の
場
合
に
取
締
役
の

報
告
義
務
を
観
念
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

第
二
に
、
本
判
決
は
、
Ｘ
社
が
Ｙ
に
付
与
し
て
い
た
本
件
各
ス
ト

ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
条
項
（
一
般
に
、
企
業

不
祥
事
等
が
発
覚
し
た
場
合
に
支
払
い
済
み
の
報
酬
を
返
還
さ
せ
る

仕
組
み
を
い
う
（
経
済
産
業
省
委
託
調
査
報
告
書
「
企
業
の
中
長
期

的
な
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
役
員
報
酬
の
課
題
に
関
す
る
調
査
報

告
書
」（
令
和
三
年
）
二
五
頁
《https://w

w
w
.m
eti.go.jp/m

eti_
lib/report/2020FY

/000378.pdf

》））
を
根
拠
に
Ｙ
の
任
務
懈
怠

責
任
を
追
及
す
る
と
と
も
に
（
津
野
田
一
馬
「
本
判
決
評
釈
」
資
料

版
／
商
事
法
務
四
八
四
号
（
二
〇
二
四
年
）
八
六
頁
）、
そ
の
損
害

額
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
が
Ｘ
社
の
取
締
役
を
退
任
し
て
権
利
を
行
使
し

た
令
和
元
年
九
月
二
五
日
時
点
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価

格
と
し
た
点
で
あ
る
（
判
旨
2
）。
本
判
決
は
、
Ｙ
が
本
件
違
法
行

為
に
つ
い
て
取
締
役
会
に
報
告
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、
本
件
ク
ロ
ー

バ
ッ
ク
条
項
に
基
づ
い
て
Ｘ
社
は
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を

無
償
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
無
償
取
得

し
た
本
件
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
他
の
取
締
役
に
譲
渡
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
前
提
に
損
害
額
を
認
定
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
、

こ
の
よ
う
な
損
害
額
の
評
価
お
よ
び
理
論
構
成
は
妥
当
で
あ
る
の
か

が
問
題
と
な
る
。
以
下
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
前
提
に
判
旨

1
・
2
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
（
本
判
決
は
損
害
額
の
算
定
に
際

し
て
過
失
相
殺
を
否
定
し
た
一
方
で
、
損
益
相
殺
に
つ
い
て
は
肯
定

し
て
い
る
。
こ
の
点
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
津
野
田
・
前
掲
九
二
―

九
四
頁
、
石
川
真
衣
「
本
判
決
解
説
」
法
学
教
室
五
三
三
号
（
二
〇
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二
五
年
）
一
二
九
頁
を
参
照
）。

2
　
判
旨
1
に
つ
い
て

（
1
）　

任
務
懈
怠
責
任
の
要
件
論
と
の
関
係

　

会
社
法
の
規
定
す
る
任
務
懈
怠
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）

の
要
件
に
つ
い
て
、
通
説
的
な
理
解
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
（
田
中
亘
『
会
社
法
〔
第
五
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
五
年
）
二
九
九
頁
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
①
取
締
役
の
任
務

懈
怠
、
②
会
社
の
損
害
の
発
生
、
お
よ
び
、
③
任
務
懈
怠
と
損
害
の

間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
責
任
を
追

及
す
る
側
で
主
張
・
立
証
す
る
責
任
を
負
う
。
他
方
で
取
締
役
の
側

は
、
④
任
務
懈
怠
が
取
締
役
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
か
っ
た

こ
と
（
す
な
わ
ち
、
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
）
を
主
張
、
立
証
す
れ
ば
責
任
を
免
れ
る
こ
と
に
な
る
（
会
社

法
四
二
八
条
一
項
参
照
。
平
成
二
九
年
改
正
民
法
四
一
五
条
が
、

「
そ
の
債
務
の
不
履
行
が
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因
及
び
取

引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
債
務
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
由
」
と
規
定
し
た
こ
と
が
会
社
法
の
解
釈
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
潮
見

佳
男
『
新
債
権
総
論
Ⅰ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
三
八
一
―
三

八
二
頁
参
照
）。

　

以
上
の
説
明
は
、
一
般
的
な
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
に

基
づ
く
任
務
懈
怠
責
任
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）
の
要
件
論
で
あ

る
が
、
取
締
役
が
法
令
違
反
の
行
為
を
し
た
場
合
の
任
務
懈
怠
責
任

の
要
件
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
一
元
説
と
二
元
説
の
対
立
が
あ
る

（
学
説
の
詳
細
に
つ
い
て
、
吉
原
和
志
「
会
社
法
の
下
で
の
取
締
役

の
対
会
社
責
任
」
黒
沼
悦
郎
＝
藤
田
友
敬
編
『
江
頭
憲
治
郎
先
生
還

暦
記
念
・
企
業
法
の
理
論
（
上
巻
）』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
七
年
）

五
二
一
頁
以
下
、
大
杉
謙
一
「
取
締
役
の
責
任
―
債
権
法
改
正
と
任

務
懈
怠
・
帰
責
事
由
の
概
念
」
伊
藤
滋
夫
編
『
商
事
法
の
要
件
事

実
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
二
八
頁
以
下
参
照
）。
一
元

説
（
一
般
的
な
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
の
場
合
と
同
様
に

任
務
懈
怠
責
任
の
法
的
構
造
を
把
握
す
る
考
え
方
）
に
よ
れ
ば
、
具

体
的
な
法
令
違
反
が
善
管
注
意
義
務
違
反
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は

じ
め
て
取
締
役
の
任
務
懈
怠
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
で
二
元
説
に
よ

れ
ば
、
責
任
を
追
及
す
る
側
が
取
締
役
の
法
令
違
反
の
事
実
を
主

張
・
立
証
す
れ
ば
任
務
懈
怠
が
認
め
ら
れ
、
責
任
を
追
及
さ
れ
る
取

締
役
の
側
で
帰
責
事
由
が
な
か
っ
た
こ
と
（
よ
り
正
確
に
は
、「
過

失
と
い
う
規
範
的
評
価
の
成
立
を
妨
げ
る
具
体
的
な
事
実
（
過
失
の

評
価
障
害
事
実
）」（
菅
原
貴
与
志
「
任
務
懈
怠
責
任
の
法
的
性
質
と

構
造
―
要
件
事
実
論
的
考
察
を
ふ
ま
え
て
―
」
山
本
爲
三
郎
編
『
新

会
社
法
の
基
本
問
題
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
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一
九
六
頁
））
を
証
明
し
な
け
れ
ば
責
任
を
免
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

会
社
法
制
定
前
の
最
高
裁
判
例
（
前
掲
・
最
判
平
成
一
二
年
七
月

七
日
）
は
、
法
令
違
反
の
事
実
が
認
め
ら
れ
れ
ば
そ
れ
を
も
っ
て
任

務
懈
怠
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
お
り
、
先
の
二
元
説
の
立
場
を
採
用

し
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
（
南
健
悟
「
最
判
平
成
一
二
年
七
月

七
日
解
説
」
神
作
裕
之
＝
藤
田
友
敬
＝
加
藤
貴
仁
編
『
会
社
法
判
例

百
選
〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
一
年
）
九
九
頁
参
照
）。
会

社
法
の
制
定
に
よ
っ
て
取
締
役
の
任
務
懈
怠
責
任
の
要
件
の
一
つ
で

あ
っ
た
「
法
令
違
反
」（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
六
六
条
一
項

五
号
）
の
文
言
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
元
説
に
よ

る
説
明
が
会
社
法
の
も
と
で
は
整
合
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
（
潮
見

佳
男
「
民
法
か
ら
み
た
取
締
役
の
義
務
と
責
任
」
商
事
法
務
一
七
四

〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
〇
頁
（
な
お
、
潮
見
論
文
は
、
会
社
法
の

解
釈
と
し
て
一
元
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な

い
））
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
法
の
制
定
に
よ
っ
て
主

張
・
立
証
責
任
の
所
在
に
関
し
て
取
締
役
に
有
利
な
変
更
が
な
さ
れ

た
と
い
う
事
情
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
田
中
亘
「
利
益
相
反

取
引
と
取
締
役
の
責
任
（
下
）」
商
事
法
務
一
七
六
四
号
（
二
〇
〇

六
年
）
八
頁
）、
会
社
法
の
制
定
を
前
後
し
て
本
条
の
主
張
・
立
証

責
任
の
分
配
に
関
す
る
変
更
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
す
る
理
解
（
潮

見
・
前
掲
論
文
四
〇
頁
は
い
ず
れ
の
解
釈
も
会
社
法
の
も
と
で
は
と

れ
る
と
す
る
）
が
会
社
法
学
説
に
お
け
る
通
説
的
理
解
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
（
得
津
晶
「
取
締
役
法
令
遵
守
義
務
違
反
責
任
の
帰
責
構

造
―
最
高
裁
判
決
、
会
社
法
、
そ
し
て
債
権
法
改
正
―
」
北
大
法
学

論
集
六
一
巻
六
号
（
二
〇
一
一
年
）
八
四
頁
、
大
杉
謙
一
「
役
員
の

責
任
―
経
営
判
断
原
則
の
意
義
と
そ
の
射
程
」
江
頭
憲
治
郎
編
『
株

式
会
社
法
大
系
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
三
一
七
頁
参
照
）。

　

以
上
の
法
令
違
反
と
任
務
懈
怠
責
任
に
関
す
る
議
論
の
枠
組
み
の

も
と
、
本
判
決
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

本
判
決
は
、
金
商
法
に
違
反
す
る
法
令
違
反
行
為
（
取
引
推
奨
行

為
）
を
も
っ
て
任
務
懈
怠
と
は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
二
元

説
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
法
令
違
反

を
任
務
懈
怠
の
一
要
素
と
位
置
付
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
か

ら
、
一
元
説
を
採
用
し
た
と
も
言
い
が
た
い
。
先
行
評
釈
に
お
い
て

は
、
法
令
違
反
の
事
実
を
も
っ
て
任
務
懈
怠
と
構
成
す
る
前
掲
・
最

判
平
成
一
二
年
七
月
七
日
と
同
じ
く
取
締
役
の
違
法
性
の
認
識
を
問

題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
取
締
役
の
法
令
違
反
に
か
か
る

判
断
枠
組
み
と
大
き
な
差
は
な
い
（
杉
村
健
太
「
本
判
決
評
釈
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
一
六
一
一
号
（
二
〇
二
五
年
）
一
三
二
頁
）
と
い
う
評
価

も
み
ら
れ
る
が
、
本
判
決
に
お
け
る
法
令
違
反
行
為
の
認
定
は
、
あ

く
ま
で
一
般
的
な
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
違
反
に
よ
る
任
務
懈

怠
を
導
く
た
め
の
前
提
問
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
と
理
解
す
べ
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き
で
あ
る
。

　

本
稿
の
〔
判
旨
〕
に
お
い
て
引
用
し
て
い
な
い
が
、
本
判
決
に
お

け
る
Ｙ
の
法
令
違
反
行
為
の
認
定
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て

お
く
。
Ｙ
は
本
件
違
法
行
為
に
つ
い
て
認
識
可
能
性
が
な
か
っ
た
と

主
張
し
て
い
た
（
資
料
版
／
商
事
法
務
四
八
三
号
一
六
五
―
一
六
六

頁
参
照
）
が
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
前
掲
・
最
判
平

成
一
二
年
七
月
七
日
は
、
法
令
違
反
行
為
に
つ
い
て
「
そ
の
行
為
が

独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
と
の
認
識
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
は
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
」、

違
法
性
の
認
識
を
欠
い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
過
失
が
あ
っ
た
と
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
と
し
て
、
取
締
役
の
法
令
違
反
に
よ
る
任
務
懈

怠
責
任
を
否
定
し
た
。
取
締
役
の
違
法
性
の
認
識
可
能
性
は
、
取
締

役
と
し
て
の
職
務
一
般
に
要
求
さ
れ
る
注
意
を
怠
っ
て
い
た
か
否
か

に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
（
岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
コ
ン
メ

ン
タ
ー
ル
9
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
二
五
〇
頁
〔
森
本
滋
〕

参
照
）。

　

前
掲
・
最
判
平
成
一
二
年
七
月
七
日
の
よ
う
に
、
関
係
当
局
や
公

正
取
引
委
員
会
も
問
題
と
な
っ
た
行
為
（
損
失
補
塡
）
の
違
法
性
の

認
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
取
締
役
の
違
法
性

の
認
識
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、「
上
場
会
社
の
社
長
と
し
て
、
未
公
表
の
重
要
事
実
を
知
り
な

が
ら
他
人
に
株
を
勧
め
る
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
社
会
的
に
許
さ
れ

な
い
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
だ
と
自
覚
し
て
い
た
」
と
い
う
本
件

に
お
い
て
は
、
Ｙ
は
金
商
法
の
規
制
内
容
に
つ
い
て
何
ら
か
の
方
法

で
確
認
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
刑
法
三
八
条
三
項
参
照
）。

Ｙ
は
、
上
場
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
職
務
一
般
に
要
求
さ
れ
る

注
意
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
取
引
推
奨
行
為
を
規
制
す
る
平
成

二
五
年
改
正
金
商
法
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
Ｙ
の
法
令
違
反
行
為
を
認
定
し
た
本
判
決
の

結
論
は
妥
当
で
あ
る
。

（
2
）　

忠
実
義
務
・
善
管
注
意
義
務
を
根
拠
と
す
る
報
告
義
務
の

意
義

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
法
令
違
反
行
為
を
も
っ
て
取
締
役

の
任
務
懈
怠
と
は
し
て
い
な
い
。
本
判
決
は
、
法
令
違
反
行
為
が
あ

っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
取
締
役
が
法
令
違
反
行
為
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、「
事
後
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
他
の
取
締
役
な
い
し
取
締

役
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
、
会
社
が
そ
の
事
態
に
い
ち
早
く
的
確
に

対
応
し
て
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を
含
む
会
社
の
利
益
の
毀
損

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
し
、
以
後
の
法
令

違
反
の
予
防
も
実
効
を
期
し
難
い
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
」
こ
と
か

ら
、
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
事
実
を
報
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告
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
し
て
い
る
。

　

本
件
の
よ
う
に
法
令
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
こ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
た
信
用
失
墜
に
よ
る
損
害
額
の
算
定
は
一
般
的
に
困

難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｘ
社
が
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ

ン
を
無
償
取
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
と
因
果

関
係
を
有
す
る
任
務
懈
怠
の
事
実
を
観
念
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
裁
判
所
は
、
一
般
的
な
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
を
根
拠
に

導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
作
為
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
を
も
っ
て
Ｙ

の
任
務
懈
怠
と
す
る
法
律
構
成
を
採
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
判
決
は
、
会
社
法
の
規
定
す
る
各
種
の
報
告
義
務
（
本
判
決
は
、

会
社
法
「
三
六
三
条
二
項
、
三
六
五
条
二
項
、
三
五
七
条
、
三
九
九

条
の
四
等
」
を
挙
げ
る
）
を
参
照
し
つ
つ
、「
法
令
に
違
反
す
る
行

為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
が
会
社
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
一
定
の
場
合
に
」
は
、
善
管
注
意
義
務
（
会
社

法
三
三
〇
条
・
民
法
六
四
四
条
）・
忠
実
義
務
（
会
社
法
三
五
五
条
）

を
根
拠
に
、
報
告
義
務
を
負
う
と
す
る
。
本
判
決
は
取
締
役
が
法
令

違
反
行
為
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
限
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め

る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
場
合
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
・
忠
実
義
務
に
含
ま
れ
る
具

体
的
な
作
為
義
務
と
し
て
、
会
社
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
事
項
（
特
に
本
件
の
よ
う
に
、
会
社
と
の
間
に
利
益
相
反
の

あ
る
行
動
を
と
っ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
会
社
に
対
し
て
報
告
す
る
義

務
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
（
酒
井
太
郎
「
本
判
決
解

説
」
令
和
六
年
度
重
要
判
例
解
説
（
二
〇
二
五
年
）
八
三
頁
参
照
）。

3
　
判
旨
2
に
つ
い
て

（
1
）　

Ｘ
社
に
生
じ
た
損
害
額

　

本
判
決
は
、
Ｙ
の
報
告
義
務
の
懈
怠
に
よ
っ
て
、
Ｘ
社
は
本
件
各

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
で
取
得
す
る
機
会
を
逸
し
た
も
の
で

あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
Ｙ
が
取
締
役
を
退
任
し
た
令
和
元
年
九
月

二
五
日
時
点
に
お
け
る
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
経
済
的
価
値
（
理

論
価
格
）
に
相
当
す
る
金
額
の
損
害
が
会
社
に
発
生
し
た
も
の
と
し

て
い
る
（
Ｘ
社
の
主
位
的
主
張
1
お
よ
び
予
備
的
主
張
1
を
否
定
し

て
、
予
備
的
主
張
2
を
採
用
）。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
結
論
は
妥

当
で
あ
ろ
う
か
（
な
お
、
裁
判
所
は
「
弁
論
主
義
」
の
語
を
「
処
分

権
主
義
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

津
野
田
・
前
掲
九
二
頁
参
照
）。
本
判
決
の
損
害
額
の
認
定
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
自
己
新
株
予
約
権
に
資
産
価
値
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
判
決
は
、「
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ

ン
自
体
に
財
産
的
価
値
（
経
済
的
価
値
）
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で

き
」
ず
、「
Ｘ
社
が
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
他
の
取
締
役



判 例 研 究

81

に
二
億
九
七
〇
二
万
九
六
〇
〇
円
で
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
Ｘ
社
の
主
位
的
主
張
の
前
提
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
れ
よ

り
か
な
り
低
い
金
額
で
あ
れ
ば
、
他
の
取
締
役
が
譲
渡
に
応
じ
て
Ｘ

社
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
て
、
自
己
新
株
予
約
権
に
は
資
産
価

値
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
Ｙ
の
損
害
額
を
算
定
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
己
株
式
と
同
様
に
、
自
己
新
株
予
約
権
は
た
だ
保
有
し

て
い
る
だ
け
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
も
の
で
は

な
く
（
本
判
決
も
こ
の
点
を
認
識
し
て
い
る
。
資
料
版
／
商
事
法
務

四
八
三
号
一
六
八
頁
参
照
）、
株
式
価
値
に
な
ん
ら
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
は
な
い
（
津
野
田
・
前
掲
八
八
頁
参
照
。
自
己
新
株
予
約
権

の
譲
渡
・
処
分
に
よ
る
換
価
価
値
自
体
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
）。

　

第
二
に
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
が
他
の
取
締
役
に
処

分
・
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
損
害
額
を
算
定
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
新
株
予
約
権
の

総
額
に
相
当
す
る
金
銭
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
新
株
予
約
権

の
割
り
当
て
を
受
け
る
者
（
Ｘ
社
の
取
締
役
）
は
、
Ｘ
社
に
対
す
る

こ
の
報
酬
請
求
権
と
新
株
予
約
権
の
払
込
金
額
の
払
込
債
務
と
を
相

殺
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
相
殺
方
式
）。
す
な
わ

ち
、
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る

労
務
の
対
価
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価
格
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｘ
社
の
他
の
取
締
役
が
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く

現
実
的
で
は
な
く
（
杉
村
・
前
掲
一
三
二
頁
参
照
）、
処
分
・
譲
渡

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
会
社
の
損
害
を
観
念
す
る
こ
と
は
適

切
な
解
釈
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
（
津
野
田
・
前
掲
九
〇
頁
は
「
会

社
の
想
定
す
る
報
酬
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
は
無
関
係
に
Ｙ
以
外
の
取
締
役

に
金
銭
的
対
価
を
得
て
転
売
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
よ
い
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
る
」
と
す
る
）。

　

第
三
に
、
判
旨
の
次
の
部
分
に
も
問
題
が
あ
る
。
Ｘ
社
の
損
害

（
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
無
償
取
得
し
、
こ
の
自
己
新
株

予
約
権
を
他
の
取
締
役
に
譲
渡
・
処
分
し
て
い
た
な
ら
ば
得
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
金
額
）
と
令
和
元
年
九
月
二
五
日
時
点
に
お
け
る
本
件
各

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価
格
は
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
（
津

野
田
・
前
掲
九
〇
頁
参
照
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
判
旨
は
、
二
億
九
、

七
〇
二
万
九
、六
〇
〇
円
「
よ
り
か
な
り
低
い
金
額
で
あ
れ
ば
、
他

の
取
締
役
が
譲
渡
に
応
じ
て
Ｘ
社
に
対
価
を
支
払
う
こ
と
も
あ
り
得

た
」
と
す
る
。
本
判
決
の
「
か
な
り
低
い
金
額
」
と
本
件
各
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
理
論
価
格
は
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る

が
、
判
旨
は
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
説
明
を
し
て
い
な
い

（
津
野
田
・
前
掲
九
〇
頁
）。



法学研究 98 巻 10 号（2025：10）

82

（
2
）　

そ
も
そ
も
Ｘ
社
に
損
害
は
生
じ
て
い
る
の
か

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
己
新
株
予
約
権
の
資
産
価
値
を
否
定
す
べ
き

で
あ
る
と
し
て
、
本
件
に
お
け
る
Ｘ
社
の
損
害
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
先
行
評
釈
に
お
い
て
は
、「
株
主
ま
た

は
新
株
予
約
権
者
と
会
社
と
の
間
の
取
引
に
よ
っ
て
直
接
に
株
主
価

値
に
影
響
を
与
え
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
資
産
の
増
減
で
は

な
く
、
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
そ
の
も
の
を
直
接
の
基
準
と
し

て
評
価
」
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
津
野

田
・
前
掲
九
一
頁
）。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、「
Ｙ
の
報
告
義

務
の
懈
怠
に
よ
っ
て
、
Ｘ
社
一
般
株
主
は
、
Ｙ
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ

ョ
ン
の
無
償
取
得
を
免
れ
る
結
果
と
し
て
将
来
Ｙ
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ

シ
ョ
ン
を
行
使
し
て
希
釈
化
損
失
を
被
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
潜

在
的
な
損
害
を
受
け
、
Ｙ
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
し
た
時

点
で
そ
の
潜
在
的
な
損
害
が
現
実
化
す
る
、
と
整
理
で
き
る
。」「
し

た
が
っ
て
、
Ｘ
社
は
、
Ｘ
社
一
般
株
主
の
希
釈
化
損
失
に
相
当
す
る

額
、
つ
ま
り
Ｙ
が
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使
に
よ
っ
て
得
た
利

益
の
額
の
損
害
賠
償
を
Ｙ
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｘ
社
一
般
株

主
の
損
害
は
完
全
に
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」（
津
野
田
・
前
掲

九
一
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
会
社
が
保
有
し
て
い
る
だ
け
で
は
自
己
新
株
予

約
権
そ
れ
自
体
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
ロ
ー
が
生
じ
る
も
の
で
な
く
、

こ
れ
を
譲
り
受
け
た
者
が
権
利
を
行
使
し
、
会
社
が
株
式
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
株
比
率
や
株
式
価
値
に
初
め
て
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
基
準
と
し

て
損
害
額
を
算
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
適
切
な
も
の
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
株
主
に
と
っ
て
の
株
式
価
値
を
基
準
に

考
え
る
な
ら
ば
、
本
件
に
お
い
て
Ｘ
社
に
は
、
そ
も
そ
も
損
害
は
発

生
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
本
件
に
お
け
る
問
題
の
本
質
は
、
法
令
違
反
行
為
を
行
な
っ
た

こ
と
か
ら
本
来
で
あ
れ
ば
本
件
各
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を
行
使
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
は
ず
の
Ｙ
が
、
法
令
違
反
行
為
を
取
締
役
会
に

報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
株
式
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｘ
社
の
既
存
株
主
の
犠
牲
の
も
と
で
株
式
価
値

に
関
す
る
利
得
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
株
主
総
会
特
別
決
議
を
経
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
違
法
な
有

利
発
行
の
問
題
と
同
様
に
、
株
主
間
の
利
益
移
転
（
株
式
価
値
の
希

釈
化
）
の
問
題
で
あ
り
（
杉
田
貴
洋
「
募
集
株
式
の
有
利
発
行
・
有

利
処
分
と
関
係
者
の
責
任
」
法
学
研
究
八
九
巻
一
号
（
二
〇
一
六

年
）
五
七
―
五
八
頁
参
照
）、
会
社
の
損
害
を
前
提
に
Ｙ
の
任
務
懈

怠
責
任
の
追
及
を
す
る
と
い
う
法
律
構
成
は
そ
も
そ
も
適
切
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
違
法
な
有
利
発
行
に
お
け
る
取
締
役
の
責
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任
追
及
に
つ
い
て
、
任
務
懈
怠
責
任
（
対
会
社
責
任
）
と
対
第
三
者

責
任
（
会
社
法
四
二
九
条
一
項
）
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
す
る
見
解
（
田
中
亘
「
募
集
株
式
の
有
利
発
行
と
取
締
役
の

責
任
―
会
社
の
損
害
か
株
主
の
損
害
か
」
新
堂
幸
司
＝
山
下
友
信
編

『
会
社
法
と
商
事
法
務
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
一
四
三
頁
以

下
）
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
本
件
に
お
い
て
も
会
社
の
損
害
を
観
念

し
て
取
締
役
の
任
務
懈
怠
責
任
を
認
め
る
と
い
う
法
律
構
成
も
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
津
野
田
・
前
掲
九
一
頁
も
以
上
の
解
釈
論

を
前
提
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
の
法
律
構
成
に
よ
る
妥
当
な

解
決
の
可
能
性
と
し
て
、
杉
村
・
前
掲
一
三
三
頁
、
酒
井
・
前
掲
八

三
頁
の
議
論
を
参
照
）。

堀
井
　
拓
也


